
広畑製鉄所薄板工場F. I.P.L. 
で月間生産量日本新記録
達成
広畑製鉄所は、薄板工場
完全連続冷延鋼板製造ライ
ンで月間生産量日本新記録
（100,330 t）を達成した。
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『鉄の未来が見える本』を
発行
「ものづくりの魅力」をわかり
やすく紹介した『鉄と鉄鋼が
わかる本』の続編として、『鉄
の未来が見える本』を発行し
た。

新日鉄エンジニアリング㈱が
複雑な地形にも対応可能な最
終処分場の軽量屋根を開発
新日鉄エンジニアリング
㈱、鹿島建設㈱、太陽興業
㈱は共同で、これまで建設
が困難であった山間部など
高低差のある地形での大規
模な廃棄物最終処分場にも
適用できる軽量屋根ユニッ
ト「エコーディオン・ルー 
フ・システム」を開発した。

千速晃代表取締役会長ご逝去
千速晃代表取締役会長は
1月22日に逝去され（享年
71歳）、3月5日、東京・
ホテルニューオータニで
お別れの会が行われた。

中部鋼鈑㈱と戦略的提携合意
当社と中部鋼鈑 ㈱は、両
社の生産設備の相互有効
活用をはじめとする、双方
の競争力強化のための戦略
的提携を実施していくこと
で合意した。また当社は中
部鋼鈑の株式を5% 程度
取得することとした。

豪州鉄鉱石事業ローブ・リ 
バー J/Vの港湾拡張を決定
当社と三井物産㈱および住
友金属工業㈱は、鉱物資源
会社リオ・ティント社（豪・英）
とともに西豪州で共同運営
を行う鉄鉱石事業ローブ・リ
バー・ジョイントベンチャー
において、鉄鉱石積出港で
あるCape Lambert港の出荷
能力を現行の5,700万t/年
（公称能力 5,500 万 t/ 年）
から 8,000万 t / 年へ拡張
することを決定した。

19日 17日 

18日 

2007年の当社グループの動きを写真と年表で振り返ってみました。
開発案件等はプレスリリース日を基準に掲載しています。

平成19年

2006年 2007年

30日 

31日 

船舶用高強度厚鋼板が
「2006 年日経優秀製品・
サービス賞 最優秀賞 日本
経済新聞賞」を受賞
当社の「船舶用降伏応力
47キロ級高強度厚鋼板」
が、日本経済新聞社主催の
2006 年日経優秀製品・サー
ビス賞において、最優秀賞 
日本経済新聞賞を受賞した。

新日鉄エンジニアリング㈱が
中国酒泉鉄鋼向け溶融亜鉛
めっき設備を受注
新日鉄エンジニアリング ㈱
は、三菱商事 ㈱、富士電
機 ㈱と共同で、酒泉鋼鉄
（中国・甘粛省）より、家電・
高級建材用溶融亜鉛めっき
ライン（CGL）2 ラインの
基本・詳細設計と設備の一
部を受注した。
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１日 

22日 

17日 

チタン事業部がヤマハ発動機
㈱より感謝状
当社とタイメット社（米国）
は、ヤマハ発動機㈱から、
二輪量産車リアサスペン
ションへのチタン合金の採
用およびその安定供給に対
し、感謝状を贈呈された。
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し、2007年 7月 1日に株
式交換により完全子会社化
を実施した。

棒線事業統合に向けた基本
合意の成立
当社、北海鋼機㈱、中山三
星建材㈱および㈱中山製鋼
所は、北海鋼機の棒線事業
と中山三星建材苫小牧工場
の棒線事業の統合について
基本合意し、8月1日に統合
会社「NS北海製線㈱」を設
立した。

㈱堺クリーンシステムが堺市・
資源循環型廃棄物処理施設整
備運営事業の事業契約締結
新日鉄エンジニアリング㈱
を代表企業とする㈱堺ク
リーンシステムは、大阪府
堺市と「堺市・資源循環型
廃棄物処理施設整備運営事
業」に関する事業契約を締
結し、堺市内の事業用地（約
3ha）にシャフト炉式ガス化
溶融施設の建設、ならびに
20年間にわたる運転・維
持管理業務を受託した。

連結子会社・ニッテツ大阪
エンジニアリングが解散
当社連結子会社であるニッ
テツ大阪エンジニアリング
㈱は、2007年３月26日開
催の臨時株主総会で解散す
ることを決定し、31日付
けで解散した。

29日 

20日 

堺製鉄所大形工場が累計生
産量3,500万 tを達成

当社チタン屋根材が大谷美
術館賞を受賞
当社は、清水建設㈱、㈱カ
ナメ、ルーフシステム㈱、
㈱響コーポレーションと
ともに「チタン製段付き本瓦
葺き屋根および鬼瓦（浅草
寺宝蔵門）」で平成18年度
大谷美術館賞を受賞した。
当社としては、平成16 年
度に続いて2 度目の受賞と
なった。

北海鋼機㈱鋼板事業を完全
子会社化
当社と当社の子会社である
北海鋼機㈱は、建材薄板分
野（メッキ・カラー鋼板）に 
おけるグループ競争力強化
の一環として、当社による
北海鋼機 ㈱鋼板事業の完
全子会社化につき基本合意

3日 

10日 

20日 

日鉄パイプライン㈱の発足
ならびに日鉄ブリッジ㈱の
新体制がスタート
新日鉄エンジニアリング㈱
は、会社分割（分社型吸収
分割）により、パイプライ
ン事業を日鉄シビルコンス
トラクション㈱に承継し、
日鉄パイプライン㈱を発足
させた。また橋梁事業を日
鉄ブリッジ㈱に承継し、新
体制がスタートした。

㈱日鉄電磁テクノ関東工場
がコア加工開始
当社の連結子会社である㈱
日鉄電磁テクノは、2月、
関東工場内にモーターコア
加工工場を竣工し、4月か
ら営業運転を開始した。

三村社長が㈶新日鉄文化財
団理事長に就任
三村明夫社長が㈶新日鉄
文化財団の理事長に就任し
た。

日鉄東海鋼線㈱ 岐阜新工場
第一期工事竣工
中京製線㈱と㈱チタックが
経営統合し、2006年 6月
に発足した日鉄東海鋼線㈱
は、岐阜県関市の関テクノ
ハイランドに新工場建設を
進めてきたが、第一期工事
が竣工し、営業生産を開始
した。
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３日 

９日 

31日 

１日 

世界最深クラスの海底ライ
ンパイプ用UO鋼管を受注
当社は三井物産㈱と共同
で、スペインとアルジェリ
アを結ぶ天然ガス輸送パイ
プライン向け高強度・深海
用UO鋼管（大径溶接鋼管）
5万tを受注した。

台湾・中国鋼鉄と石炭コンビ
ネーション輸送契約に合意
当社と台湾・中国鋼鉄股份
有限公司（CSC）は、当社の
連結子会社である日鉄海運
㈱との間で、日鉄海運 ㈱
が保有する船舶を活用した
コンビネーション輸送（共
同配船）を実施することで
合意に達した。

本田技研工業㈱より「2007
優良感謝賞（品質部門）」を受賞
当社は本田技研工業㈱よ
り、納入する鋼材につい
て「2007優良感謝賞（品質
部門）」を受賞した。同賞
は2005年度より鋼板メー
カーにも対象が拡大され、
当社は初受賞となった。

28日 

23日 

19日 

１日 

0 3
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三村社長が監査役全国会議
で講演
三村社長は、横浜市で開催
された日本監査役協会主催
の監査役全国会議で、「世
界鉄鋼業界における業界再
編の動向と新日鉄における
コーポレートガバナンス」
と題して講演を行った。

中国におけるCDQに基づく
CDM事業の国連承認
当社が中国河北省で進めて
いるCDQ（コークス乾式消
火設備：製鉄プロセスの代表
的な省エネルギー技術）に基
づくCDMプロジェクトが、
4月6日付けで国連のCDM
理事会により正式承認され
た。CDQを用いたCDMプ
ロジェクトとしては世界初、
当社としては昨年3月の中
国でのフロン処理CDMプロ
ジェクトに次ぐ2件目の国
連正式承認案件となる。

新日鉄化学㈱が有機 EL・
赤色燐光デバイスでの高性
能化を実現
新日鉄化学㈱は、米国・
UNIVERSAL DISPLAY 
CORPORATIONとの連携に
より、有機ELディスプレ
イに用いられる赤色燐光デ
バイスについて、駆動寿命
を5倍とするなど大幅な高
性能化を実現した。

「大型高炉用の薄壁、耐火
物一体型ステーブの開発」
で文部科学大臣表彰を受賞

当社と新日鉄エンジニアリ
ング㈱が開発した「大型高
炉用の薄壁、耐火物一体型
ステーブ」が、「平成19年度
文部科学大臣表彰科学技術
賞」を受賞した。本賞は科学
技術に関する開発、理解増
進などにおいて顕著な成果
を収めたものの功績を讃え
る賞であり、当社において
は平成15年度以来の受賞と
なった。

本社移転が決定
当社は2009年夏を目途に、
本社を「丸の内パークビル
ディング」（東京都千代田区
丸の内、2009年春竣工予
定）に移転することが内定
した。

㈱新日鉄都市開発 室蘭に
大型商業施設をオープン
室蘭市において、㈱新日鉄
都市開発が開発を進めてき
た西胆振最大となるモール
型商業施設『 MORUE（モル
エ）中島』がグランドオープ
ンを迎えた。

「北九州イノベーションギャラ
リー」がオープン
八幡・東田第一高炉史跡広
場横に「北九州イノベーショ
ンギャラリー」がオープンし
た。先人たちが蓄積した知
の資産「人材・技術・産業
遺産」を活用し、新しいイノ
ベーションの機会創出を推
進する。

学習絵本（新日鉄・㈱ポス
コ共同編集、日韓特別版）
『鬼とドッケビの新・モノ
語リ』を発行

当社と㈱ポスコは、小中学
生などを対象に、鉄作りを中
心とした日韓の文化交流の歴
史をわかりやすく紹介した学
習絵本（日韓特別版）を発行
した。今回の日韓特別版は
絵本第7巻目となる。

インドネシア・ニッポン・スチー
ル・パイプの生産が本格化
タイ・インドネシアを中心
とする自動車用鋼管の需要
増に対応するため、タイに
拠点をおくサイアム・ニッ
ポン・スチール・パイプ（略
称SNP、当社出資60.8％）
のインドネシアにおける鋼
管製造・販売子会社として
設立したインドネシア・ニッ
ポン・スチール・パイプ（略
称INP）は、2007年1月に
生産を開始し、4月より本
格営業生産に移行した。

名古屋製鉄所第1高炉に
火入れ

名古屋製鉄所では、2月1
日に第1高炉の「吹き止め」
を行い改修工事を実施し
てきたが、4月25日に「火

17日 

20日 

21日 

25日 

27日 

入れ」を行い、稼働を再開
した。今回の改修工事で
は、内容積を4,650m³か
ら5,443m³に拡大し、高
炉の操業状況を3次元的に
把握し、超大型高炉の安定
操業に資する管理システム
『3D-VENUS』を世界で初め
て導入した。

「耐塩酸性を飛躍的に向上さ
せた耐硫酸性鋼 新S-TEN1
の開発」で市村産業賞「功績
賞」を受賞
当社が開発した「新S-TEN1」
が「耐塩酸性を飛躍的に
向上させた耐硫酸性鋼 新
S-TEN1の開発」の件名で、
第39回市村産業賞「功績
賞」を受賞した。

日鉄環境エンジニアリング
㈱が養豚汚水の窒素除去シ
ステムを開発
日鉄環境エンジニアリング
㈱は、大分県畜産試験場、
三和酒類、南九州大学と共
同で養豚汚水の窒素除去シ
ステムを開発した。

君津製鉄所が2006年度粗鋼
生産量1,000万 t 超を達成
君津製鉄所は2005年度に
引き続き、2006年度も粗
鋼生産量1,000万t超を達
成した。

11日 

16日 

20日 

31日 

10日 

24日 

27日 

24日 
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18日 

13日 

７日 

12日 

20日 

11日 

18日 

18日 

23日 

高品質 100mm口径炭化ケ
イ素単結晶ウェーハを開発
技術開発本部先端技術研究
所において、100mm口径
炭化ケイ素単結晶ウェーハ
の世界最高レベルの低欠陥
化に成功した。次世代の半
導体材料として、今後の市
場拡大が期待される。

原油タンカー用高耐食性厚鋼
板が世界で初めて本格採用
当社と日本郵船㈱は、原
油タンカーのタンク底面
の腐食を防ぐ高耐食性厚
鋼板『NSGP®-1』を共同
で開発した。本開発鋼を試
験適用した大型タンカー
“TAKAMINE”での効果を
受け、日本郵船は本開発
鋼を今後建造する原油タン
カーに世界で初めて全面的
に採用する。

当社と合同製鉄㈱が提携
当社と合同製鉄㈱は、双方
の競争力強化のための一層
の相互提携を実施していく
ことに合意した。

浅草寺宝蔵門のチタン屋根
が完成
東京・浅草寺宝蔵門の本瓦
葺屋根に当社のチタン薄板
が採用された。

釜石製鉄所が「たたら製鉄」
を実施
近代製鉄発祥150周年記念
行事の一環として、釜石製
鉄所がたたら製鉄を実施。
参加した子どもたちは真剣
な表情と笑顔を見せていた。
8月23日にも同じく実施
した。

名古屋製鉄所薄板工場2号 
冷延ラインで月間生産量日本
新記録達成
名古屋製鉄所は薄板工場2
号冷延ラインにおいて、単
独式冷延ラインとして月間
生産量191.5千tを達成し、
日本新記録を樹立した。

新日鉄エンジニアリング㈱が
㈱日本格付研究所（JCR）
より新規格付けを取得
新日鉄エンジニアリング㈱
は、㈱日本格付研究所よ
り、長期優先債務新規格付
け「AA－（ポジティブ）」お
よび国内コマーシャルペー
パーの新規格付け「J－1＋」
を取得した。

環境に配慮した自動車燃料タ
ンク用鋼板「エココート‒S」
を開発・実用化
当社は、鉛フリー、クロメー
トフリーニーズに応えた、鉛
を使用しない自動車燃料タ
ンク用鋼材「エココート‒S」
を開発し、実用化に成功し
た。

日鉄ドラム㈱が完全子会社
化へ
当社と日鉄ドラム㈱は、
各々の取締役会において、
株式交換により日鉄ドラム
を当社の完全子会社とする
ことを決議し、株式交換契
約を締結した。

名古屋製鉄所1CC（連続鋳
造）機長延長、3RH（真空脱
ガス）竣工式

大分製鉄所厚板工場が 30
周年
大分製鉄所の厚板工場が操
業 30周年を迎え、記念式
典と祝賀会が行われた。

室蘭製鉄所 第６コークス炉
稼働再開
室蘭製鉄所の第6コークス
炉の改修工事が終了し、24
日に竣工式が行われた。

中国大学生が製鉄所見学・
ホームステイ体験
北京事務所長が副会長を務
める、中国日本商会が行う
訪日招待事業の一環で来日
した中国大学生が君津製鉄
所を見学し、ホームステイ
を体験した。

新日鉄エンジニアリング㈱
が中国・首鋼京唐鋼鉄向け
大型CDQ（コークス乾式消
火設備）を受注
新日鉄エンジニアリング㈱
は、首鋼京唐鋼鉄連合有限
責任公司（首鋼京唐鋼鉄）
から、世界最大となるCDQ
設備（コークス冷却処理能力
260t/h）を受注した。

自動車排ガスの高感度測定
技術を開発
当社は、東京工業大学、交
通安全環境研究所、㈱トヤ
マと共同で、自動車排ガス
に含まれる化学物質の濃度
変化を従来の100倍以上の
感度でリアルタイムに測定
できるレーザーイオン化分
析装置の開発に成功した。

0 5
22日 

28日 

10日 

29日 

30日 

29日 
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第２回「ものづくり日本大賞」
を受賞
当社は、第 2回「ものづく
り日本大賞」において、「重
荷重鉄道用高耐摩耗・耐
内部疲労損傷性レール」で
経済産業大臣賞を、「たた
ら製鉄法による若手自身
の手による砂鉄と木炭を
使った鉄づくりの取り組
み」で九州経済産業局長賞
を受賞した。

新日鉄エンジニアリング㈱
が日本貨物航空㈱向け整備
用ハンガー建設工事を受注
新日鉄エンジニアリング ㈱
は、日本貨物航空㈱より、
成田国際空港整備地区内に
建設する2009年春供用開
始予定の航空機整備用ハン
ガー（航空機の整備を行う
ための施設）を、提案コン
ペを経て設計・施工一括で
受注した。

新日鉄化学㈱の君津コーク
ス事業を継承
当社は、同日付けで新日鉄
化学の君津コークス事業部
を継承した。

㈱新日鉄都市開発の芝浦
三丁目再開発プロジェクト
が本格着工
㈱新日鉄都市開発が、芝
浦工業大学、日本土地建
物㈱、阪急インベストメン
ト・パートナーズ㈱と共同
で展開し、戸田建設㈱が
事業全体のコーディネート
を手がける芝浦工業大学
旧芝浦キャンパスの跡地再
開発プロジェクトが本格
着工した。名称は「芝浦
RENASITE（ルネサイト）」
に決定した。

豪州モランバーノース炭鉱
における設備投資に合意
当社および豪州子会社であ
る Nippon Steel Australia 
Pty Ltd. は、資源大手のア
ングロ・コール・オースト
ラリア社らとの間で、豪州
のモランバーノース炭鉱に
おいて採炭設備の大型化・
能力増強投資を行うことで
合意した。

アルセロールミタル社と覚
書を締結
当社は、2006 年7月のミタル
スチール社によるアルセロー
ル社統合を受け、当社とア
ルセロールミタル社は、合弁
事業並びに戦略提携の今後
の取り扱いについて協議し、
覚書を締結した。

新日鉄エンジニアリング㈱
がタイでのシェブロン社向
け海洋プラットフォームお
よび海底パイプライン施工
プロジェクトを受注
新日鉄エンジニアリング㈱
は、シェブロン社（Chevron 
O f f s h o r e  T h a i l a n d 
Limited）より、タイシャ
ム湾における天然ガス開
発用ウェルヘッドプラット
フォーム（デッキ、ジャケッ
ト、パイル）設置及びパイプ
ライン敷設工事を受注した
（2008 年度工事分）。同社
が保有する「第 2くろしお」
で施工する年間請負契約で、
2007年契約に続く継続受
注となった。

大分製鉄所が高級厚板の製
造体制を強化
造船・エネルギー分野を中
心とした高級厚板の需要拡
大に対応するため、大分製
鉄所の厚板工場において、
粗圧延機1基および切断ラ
イン1ラインの増設を行う
ことを決定した。

新潟県中越沖地震災害に対
する支援を決定
新日鉄グループでは、新潟
県中越沖地震で被災された
地域の早期の復興を願い、
2,000 万円の義捐金を社
会福祉法人新潟県共同募
金会に寄付することを決
定した。

１日 

５日 

25日 

10日 

19日 

25日 

９日 

13日 

教員民間企業研修を実施
㈶ 経済広報センターが主
催する「教員民間企業研修」
が室蘭製鉄所で実施され
た。また 8 月 6 ～ 7 日に
は名古屋製鉄所で、8 月
24 日には君津製鉄所およ
び技術開発本部でも実施さ
れた。

25日 
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15日 
11日 

４日 

0 9

５日 

第 17 回新日鉄音楽賞 贈呈
式・受賞記念コンサート
紀尾井ホールで「第17回新
日鉄音楽賞」の贈呈式と受賞
記念コンサートが行われた。

新日鉄エンジニアリング㈱が
三菱重工橋梁エンジニアリン
グ㈱と橋梁分野で事業提携
新日鉄エンジニアリング㈱
と三菱重工橋梁エンジニア
リング㈱は、橋梁分野で事
業提携することで合意した。
橋梁の材料、開発・設計、
製造、現地施工から保全に
至るまで、両社の得意とす
る技術・ノウハウを融合させ、
新たな高度技術案件に迅速
かつ効率的に対応して、さ
らなる事業強化を図る。

戦略特許発明表彰 26名の社
員に金賞
当社の技術先進性の拡大に
寄与する戦略特許発明の出
願に貢献した26名の社員
に、「平成19年度戦略特許
発明金賞」が授与された。

新日鉄エンジニアリング㈱が
新潟GTL 実証プラントの
建設に着工
新日鉄エンジニアリング㈱
は、国際石油開発㈱、新日
本石油㈱、石油資源開発㈱、
コスモ石油㈱、千代田化工
建設㈱とともに、2006年
10月25日に日本GTL技術
研究組合を設立し、独立行
政法人石油天然ガス・金属
鉱物資源機構（JOGMEC）と
共同で、天然ガスの液体燃
料化技術（GTL）の実証研究
を開始。9月5日に新潟市
で500バーレル/日のGTL
実証プラント建設の起工式
を行った。

新日本テクノカーボン㈱
が特殊炭素製品の生産ライ
ンを新設
新日鉄化学㈱グループの
新日本テクノカーボン㈱
は、本社・仙台工場におい
て、特殊炭素製品の生産ラ
インを新設し、年産能力を
約2,000t増強することを
決定した。2008年12月
に稼働開始予定で、年産
8,000 t体制を確立する。

新日鉄グループ第３回ものづ
くり現場力向上JK大会開催
本社にて第 3 回大会が開
催され、グループ会社を含
む代表 13サークルが発表
を行った。

北九州イノベーションギャ
ラリーで企画展「八幡東田
ものがたり」を開催
当社協賛の企画展「八幡東
田ものがたり」が北九州イ
ノベーションギャラリー
で開催された（ 9月15日～
12月9日）。八幡製鉄所建
設の沿革などが、パネルや
展示物、映像で紹介された。

５日 

ウジミナス社が設備投資方
針を決定
当社のアライアンスパー
トナーであり持分法適用
関連会社であるウジミナス 
社は、「Usiminas System 
Development Plan（ウジミ
ナス社拡張投資計画）」に 
おいて、新設高炉の炉内容
積を南北アメリカ最大とな
る5,000m³級とすることお
よびその他の設備に関する
設備投資方針を決定した。

君津製鉄所熱延工場 累計
生産量1億5,000万 t達成
1969 年 1 月に営業運転
を開始し、38 年 8 カ月で
達成。国内の製鉄所では 4
番目の達成となる。

９日 

22日 

５日 14日 

「フレッシュアーティスト賞」指揮者・
下野竜也さん（左）と「特別賞」ピアノ
調律師・村上輝久さん
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工法を採用した「イデアル
コート鉄竜」がグッドデザイ
ン賞を受賞
当社が独自開発した「ニッ
テツスーパーフレーム®工
法」を採用した「イデアル
コート鉄竜」（デザイン・設
計:矢作昌生建築設計事務
所、事業主:新日本ホーム
ズ㈱、北九州市）が、㈶日
本産業デザイン振興会主催
の「2007年度グッドデザ
イン賞（建築・環境デザイ
ン部門）」を受賞した。

㈱新日鉄都市開発の「コー
トデコ洗足レイクサイド」
がグッドデザイン賞を受賞
㈱新日鉄都市開発が開発
した「コートデコ洗足レイ
クサイド」が、㈶ 日本産
業デザイン振興会主催の
「2007年度グッドデザイ
ン賞（建築・環境デザイン
部門）」を受賞した。

「霞が関コモンゲート」が竣工

新日鉄グループが設立し
た「霞が関7号館PFI㈱ 」

と国、独立行政法人都市再
生機構、地権者などが東京
都千代田区霞が関3丁目に
て開発を進めてきた「霞が
関コモンゲート（霞が関R7
プロジェクト）」が竣工し、
2007年10月2日に竣工式
典を開催した。

IISI（国際鉄鋼協会）年次
総会を開催
IISI の第 41 回年次総会が
ドイツ・ベルリンで開催さ
れ、当社からは三村社長が
出席した。分科会やセッ
ションでは、地球環境問題
などについて活発な議論が
展開された。

NSハノイスチールサービ
スが開業式を開催
当社と日鉄商事㈱のベトナ
ムでの合弁コイルセンター
「NS ハノイスチールサービ
ス」の開業式が行われた。

「エコ・テクノ2007」に出展
八幡製鉄所は、新日鉄エン
ジニアリング㈱、㈱九州テ
クノリサーチ、西日本ペット
ボトルリサイクル㈱とともに
「エコ・テクノ2007」に出
展し、循環型社会構築への
参画や環境ソリューション
の提供などをPRした。

豪州ウッドサイド社向け海
底ガスパイプライン用鋼管
を約 13万 t 受注
当社は三井物産㈱と共同で、
オーストラリア最大のエネル
ギー会社であるウッドサイド
社開発のプルート液化天然ガ
ス（LNG）プロジェクト向けライ
ンパイプ用鋼管約13万tを全
量受注した。2007年末より
2008 年秋にかけて納入する。

㈱ポスコと還元鉄の供給と
乾式ダストリサイクルに関
する合弁会社を設立
当社と㈱ポスコは、還元鉄
の供給と乾式ダストリサイ
クルに関する共同事業につ
いて契約を締結し、合弁会
社を設立することとなった。

サイアム・ティン・プレー
トの能力増強に合意
当社と住友商事㈱、㈱メ
タルワンは、タイに拠点を
置くサイアム・ティン・プ
レート（略称STP）の能力増
強を行うことで合意した。

新日鉄・住友金属工業㈱・
㈱神戸製鋼所間でさらな
る連携深化・拡大を検討
当社、住友金属工業 ㈱、
㈱神戸製鋼所の 3 社は、
住友金属和歌山の高級鋼鉄
源の効率的活用の拡大策を
はじめとするさらなる連携
深化・拡大施策について検
討することとなった。

柔道・東アジア選手権大会
で優勝
中国で行われた東アジア選
手権大会において、吉永慎
也選手が81kg級に出場し、
優勝した。

30日 

18日 

17日 

22日 

24日 

30日

～

31日 

１日 

７日

～

９日 

26日 

18日 チタン薄板 キヤノン製デジ
タルカメラのボディ外装に
継続採用
キヤノン製デジタルカメラの
新製品IXY DIGITAL 2000 
ISのボディ外装に、当社
のチタン薄板が昨年のIXY 
DIGITAL 1000に続き採用
された。

王子製鉄㈱の株式を取得し、
持分法適用会社化へ
当社は、大同特殊鋼㈱の保
有する王子製鉄㈱の発行済
株式35.6%を取得すること
について、大同特殊鋼と基
本合意した。これにより当
社の保有比率は42.8%とな
り、王子製鉄は新日鉄の持
分法適用会社となった。

日中鉄鋼環境保全・省エネ
ルギー先進技術専門交流会
を開催
中国・北京で日中の省エネ
ルギー・環境に関する政策
や技術に関するフォーラム・
専門家交流会が開催された。
当社からは関澤副社長、青
木執行役員が出席した。

27日

～

28日 

２日 

１日 

17日

～

19日 
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16日 

14日 

７日 21日 ７日

19日 

新日鉄―宝鋼友好協力30
周年記念行事を開催
当社と宝鋼集団の友好協力
30周年記念行事が君津製
鉄所および近隣のホテルで
行われ、両社の幹部、OB
など関係者約250名が参
加した。

君津製鉄所第3高炉が累計
出銑量1億t 達成

低炭鉛フリー快削鋼が富士
ゼロックス㈱で全面採用
当社の低炭鉛フリー快削鋼
線材「SUM24EZ」が、富士
ゼロックス㈱が今後発売す
る複写機・プリンターの新
製品の中核部品（シャフト）
の素材に全面的に採用され
ることとなった。当社は、
従来の低炭鉛快削鋼の製造
を2008年 3月末で中止す
るとともに、低炭鉛フリー
快削鋼線材を幅広い分野で
広め、環境負荷物質軽減を
さらに推進していく。

新日鉄エンジニアリング㈱
が中国・馬鞍山鋼鉄向け
乾式ダストリサイクル設備
（RHF）を受注
新日鉄エンジニアリング㈱
は三菱商事㈱と共同で、中
国の馬鞍山鋼鉄より、中国
での第1号機となる乾式ダ
ストリサイクル設備（RHF）
を受注した。

米国 NS Sales が累計販売
量 500万tを達成
Nippon Steel U.S.A.,Inc.の子
会社のNS Salesは1987年
の設立以来、I/N Tek材を中
心にアルセロールミタル社
の冷延鋼板を、おもに日系
自動車部品、工具箱、鋼製
家具向けに販売してきたが、
本年7月に累計販売量500
万tを達成し、11月9日に
記念パーテイが開催された。

名古屋・東海秋まつりで「た
たら製鉄」を開催
名古屋製鉄所は東海秋まつ
りの中で、昨年に引き続き
「たたら製鉄」を開催した。
今年は東海市立青少年セン
ターの発明クラブの子供た
ち7人が参加し、炉の製作
から、ケラ出しまでを一緒
に行った。

新日鉄エンジニアリング㈱
が東邦チタニウム㈱若松工
場新設プロジェクトの建設
工事を受注
新日鉄エンジニアリング㈱
は、㈱日鉄エレックスと共
同で、東邦チタニウム㈱が
現在の茅ヶ崎工場より大型
化、効率化、省力化を図っ
て八幡製鉄所保有地に建設
する新工場のうち、電解・
還元分離工場の建設工事を
受注した。

自動車分野向けで米国チタ
ン協会からチタン用途開拓
賞を受賞
当社は ITA（米国チタン協
会）から、新規用途開拓と
して自動車分野での需要開
拓に貢献したことにより、
今回新設された「チタン用
途開拓賞」を受賞した。

佐川美術館の茶室屋根に新
日鉄のチタンが採用
滋賀県佐川美術館の「樂吉
左衞門館」の茶室の屋根に
当社のチタンが採用された。

高級鋼の製造対応力強化に
向けて製鋼脱ガス能力を増強
拡大する高級鋼需要への製
造対応力を強化するため、
君津製鉄所製鋼工場におい
て、脱ガス設備を 1 基増
設することを決定した。

１日 

１日

～

２日 

２日 

13日 

10日

～

11日 

新日鉄グループ第３回技能
トライアスロン大会開催
第 3 回大会が名古屋製鉄
所を会場に開催され、グ
ループ会社を含む 25名の
若手社員が参加し、機械整
備の「仕上げ」「工事」「鉄工」
の三大技能を競い合った。

高アレスト型降伏応力 47
キロ高強度厚鋼板が海外造
船会社建造船に初採用
当社の高アレスト型降伏応
力47キロ高強度厚鋼板（以
下、YP47キロ鋼）が、韓国
最大手の造船会社である現
代重工業が建造する大型
コンテナ船に採用された。
YP47キロ鋼が海外造船会
社の建造船に採用されたの
は今回が初めてとなる。

IT 操業支援システムが「日
経ものづくり大賞」を受賞
当社が独自開発し、製鉄所
に導入を進めている「IT（情
報技術）を活用した操業支援
システム」が、「2007年日経
ものづくり大賞」を受賞し
た。

27日 

27日 

９日

1 1
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７日 

1日 

１日

～

２日 

近代製鉄発祥150周年記念
式典を釜石で開催
鉄の記念日でもある当日、近
代製鉄発祥150 周年を記
念して釜石市民文化会館大
ホールにて鉄のフォーラム、
記念式典、記念講演が行わ
れ、三村社長や岩手県達増
知事らが出席した。また、釜
石駅前広場にて鉄のモニュメ
ント除幕式が開催された。

堺浜地区でシャープ㈱新工
場の起工式を開催

堺製鉄所が大阪府や堺市と
共同で開発を進めている堺
浜地区で、シャープ㈱の世
界最大級となる液晶テレビ
向けパネル新工場の起工式
が行われた。

科学技術館でたたらイベン
トを開催

東京北の丸公園の科学技術
館において、当社『新・モ
ノ語リ友の会』によるたた
らイベントが行われた。11
月18日に君津製鉄所を見
学。1日は㈱ポスコ 人材開
発院教授の李

イ ヨ ン ヒ

寧熙氏と東京
工業大学教授の永田和宏氏
による講演会が行われ、2
日は永田教授指導のもと、
たたら製鉄の原理を応用し
た製鉄実験を行った。

第６回「東田たたらプロ
ジェクト」を開催
八幡製鉄所と北九州イノ
ベーションギャラリーは、
東田第一高炉史跡広場で直
協若手社員・大学生による
「育成たたら」と市民親子に
よる「市民たたら」をそれ
ぞれ開催し、古代製鉄の操
業を行った。

広畑製鉄所電磁鋼板工場 累
計生産量1,000万t達成

新日鉄マテリアルズ ㈱が
「新Cuボンディングワイヤ」
を開発
新日鉄マテリアルズ㈱は、
半導体実装用ボンディング
ワイヤにおいて、表面処理
を施した新しいCu（銅）ボン
ディングワイヤを開発し、
今春から量産を開始する。

東京製造所がシームレス鋼
管累計生産量500万tを突破
当社のシームレス鋼管ミル
である東京製造所は、圧
延ベースの累計生産量で
500万tを達成した。

広畑製鉄所が「たたら製鉄」
を実施
広畑製鉄所が地元広畑小学
校への出前授業で「たたら
製鉄」を行った。

新日鉄化学㈱がNEDO 委
託事業「有機EL照明技術開
発」に赤色・緑色燐光材料を
供給
新日鉄化学㈱は、NEDO（独
立行政法人新エネルギー・
産業技術総合開発機構）
から、松下電工㈱など3社
が受託した「有機発光機構
を用いた高効率照明技術の
開発」に、自社で開発した
赤色および緑色の有機EL
燐光材料を供給することと
なった。

世界最大級の鉄鉱石専用
輸送船「BRASIL MARU」
が竣工
当社のブラジル鉄鉱石を
輸送する鉄鉱石専用船
「BRASIL MARU（ぶらじる
丸）」が竣工し、12月3日、
命名・引渡式が行われた。
ブラジルからアジア向けに
鉄鋼原料を輸送する専用船
としては初めて30万tを
超える世界最大級の原料船
となる。

13日

～

15日 

㈱シーケムがコールタール
蒸留能力とニードルコーク
ス・ピッチの生産能力を増強
新日鉄化学㈱グループの
コールケミカル事業の中核
会社である㈱シーケムは、
主力製品の炭素材料「ニー
ドルコークス」および「ピッ
チ」について、生産能力を
およそ2割程度増強するこ
とを決定した。また主原料
となるコールタールの蒸留
設備について、世界トップ
クラスの規模となる90万t
に増強することを決定した。

「エコプロダクツ2007」に
出展
新日鉄グループは、東京
ビッグサイトで開催された
「エコプロダクツ2007」に
出展。『エコプロダクツ』、
『エコプロセス』、『エコソ
リューション』の3つのカ
テゴリーで、環境問題に対
する取組みを総合的に展示
した。最終日には福田首相
が来訪され、青木執行役員
が当社の取り組みを紹介し
た。

名古屋製鉄所６号転炉竣
工式
12月19日、名古屋製鉄所  
　6号転炉の竣工式が行われ
た。
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